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は じ め に

ホッキガイの人工採苗技術の開発を目的として､昨年度 より指定調査研究として行そっているもので､

詳離拒つVlては､昭和 45年度指定調査研究総合助成事業 ･種苗生産技術報告書 (青水増資料S･45-

Jra16) として発表 した｡

材 料および方法

1. 母 只

試験には､福島県磯部産 と青森県八戸産を使用した｡磯部産の母且は平均殻長 10.3mで満 4年貝

と推定された｡八戸産の母貝は平均穀長6.9-7.9cmで年齢は 3- 6年､大部分が満 4年月であった｡

2. 浮遊幼生の飼育

飼育は受精後 2日目の初期D型幼生から開始 したが､産卵誘発から飼育開始までは昨年 と全 く同じ

方法を用いた｡また､飼育容器に0.6トン･ポ リエチレン水槽 (商品名ポ1)ダイヤシー ト水槽)を使

用 した他は､浮遊幼生の飼育方法も昨年とほぼ同様で､飼育温度､幼生数､餌料の種類等を第 1表に

示した｡

3. 底生稚貝の飼育

(D 屋 内 飼 育

底生直後の稚具は､ しばら くそのまま同じポ リエチレン水槽内で飼育 し､その後第 1図vc示 した

方法で､ 1日2回給餌 しそがら飼育 した｡

@ 屋 外 飼 育

6トン･コンクリー ト水槽を使用 し､第 2図 に示 したようそ方法で飼育した｡

結 果 および考察

1. 産 卵 誘 発

産卵誘発状況を第2表に示 した｡

2. 浮遊幼生の飼育

(∋ 今回の飼育では､飼育初期か ら幼生が底層に とどまる傾向を示 した｡

@ 底生移行時までの歩留りは0-50% と変動が大きく､安定した結果は得 られうかった｡審uc､

底生移行直前か ら急激vc歩留りの減少する傾向が見られた｡

@i) 今回使用した 4種の餌料プランク トンについては､Green単独使用で非常に成長が遅れ るのを除

いて､2種以上混合することVCより大差モ く使用できるようvc思われたo
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第 1表 ホソキガイ浮遊幼生の飼育方法
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④ 底生移行時の穀長け､成長の速いもの程大きい傾向を示 し､おおよそ2 5 0- 320JLの偏が認

め られた｡

3. 底生稚貝の飼育

底生稚貝の飼育結果は第 3図vE示した.図中の矢印は各々下記の ようモ飼育方法に変えた ことを示

している｡

Llj 撤嘗底生に_移行した と思われ るが引続きポ リエチレン水槽vcよる飼育を続汁､水槽の下Ucベニヤ

敬を敷き底面をできるだけ平 らUE.し､餌料はMc. Ch.G.の3種混合 とした｡

㊥ 平均穀長 400JLに達 した水槽j%.5の稚貝をポ リエチレン寵vc収容 し､第 1図の形式 UCよりポり

エチレン水槽内で飼育 した｡

L31 平均穀長 400pに適 した水槽jG.1- 4の稚貝をポ りエチレン寵に収容 し､同じく第 1図の形式

で飼育 した｡

④ @の一部 とL31を第 2図仏)の形式vcより屋外水槽vE収容 した.

@ 平均穀長 400/JVC適 した水槽jW.6およびJ6.8の稚貝を第2図(B)の形式 で屋外水槽-収容 した.

⑥ 平均穀長 5 00pに達 した水槽J%.11と400JLUC達した水槽jW.14の稚 貝を第 2Es(lB)の形式で

屋外水槽-収容 した｡

⑦ 平均穀長300〟に達した水槽J%.15の稚貝を第 2図(C)の形式VEより屋外水槽vc収容 した｡

桓) 平均穀長 470Jlに達 した水槽J%.17と400pVC適 した水槽J%.18の稚貝を第2図垣か 形式で

屋外水槽vc収容 した.

㊥ 平均穀長 400〟に適 した水槽J%.20の稚貝を第2図(C)の形式で屋外水槽vE収容 した｡
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a.W. 第 2図 底生稚且の飼育方法 (

屋外)-



屋外水槽では昨年と同様に隣 りの水槽で餌料プランクトンを培養 し (Phaedactylum tricor｡utum

とGreenを接種)､毎日給餌する方法をとった｡ しか しそがら､屋外水槽に収容 してか らの成長と歩留

りは非常に悪く､ 8月中旬には大部分が 2hm以下で莱死して しま った. この頃因としては､本年度は屋

外での餌料培養が 思わしくそかった上vc､ 1水槽当りの稚貝収容密度が高すぎたことvcよる餌料の不足

と考えられた｡
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